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2産業情報いわて


新生・いわて産業振興センターをよろしくお願いします
　昨年12月1日、財団法人いわて産業振興センターは社団法人岩手県産業貿易振興協会と合併し
ました。旧・協会は岩手県産品の販売促進のための物産展をはじめとしたプロモーション活動のほか、
中国・大連に設立された「岩手県大連経済事務所」の運営を行ってきました。これらの事業は、次ページ
でご紹介する旧・協会の職員が中心となって、引き続き運営にあたります。
　旧来のセンター事業と併せ、より強力な体制で岩手県の産業を支えてまいります。どうぞこれからも
当センターをよろしくお願い申し上げます。
＊旧協会事業は、いわて産業振興センターの「総務・金融グループ」に属します。
　事務所は旧来通り、いわて産業振興センターと同じく「岩手県先端科学技術研究センター」内です。本年度内は
人員の異動等はありません。


試練の後、実り多き
一年になることを祈って


　明けましておめでとうございます。


　我が国そして本県にとりまして、昨年は大変な試練の年


でありました。3月に発生した「東日本大震災」とその発生


直後の「大津波」により、沿岸各地では人的・物的両面で


莫大な被害がもたらされました。地震の発生から約10ケ月


が経過しましたが、沿岸被災地では依然として変わり果て


た光景が目立っています。


　内陸部においても地震直後からガソリン等の不足によ


り、物流や人の流れの寸断がもたらされたことは記憶に新


しいところであり、企業によっては地震やその直後の停電


で建屋や機械設備に大きな被害が発生したところもありま


した。


　復興はいまだ緒についたばかりであり、今年こそは、本


格的な復興にむけた力強い槌音が沿岸各地に響くことを


期待したいところであります。


　当センターとしても、地域産業の力強い復活に努める企


業への支援を通じて、沿岸地域企業の復旧復興の一助と


なるべく、総力を挙げる所存です。もちろん、県内の経済の


けん引役となる企業の皆様に対しましても、経営相談、下


請あっせん、設備貸与、ものづくりアカデミー、希望ファンドに


よる補助等さまざまなメニューで引き続き支援を行ってまい


ります。


　また昨年末、当センターは（社）岩手県産業貿易振興協


会と合併を行い、同協会が行ってきた物産展等の開催事


業及び中国大連市の岩手県大連経済事務所運営事業を


承継いたしました。


　これまでのセンター事業に併せ、本県企業の皆様を販


路拡大の面でもより強力にバックアップしてまいりますので、


お気軽にいわて産業振興センターをご活用いただきたいと


存じます。今年一年がみなさまにとり、実り多い年となること


をご祈念してご挨拶とします。


　明けましておめでとうございます。
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財団法人いわて産業振興センター 専務理事
長葭 常紀
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旧・協会では、昨年6月に盛岡市内で「い
わて特産品フェア」を開催し、産業の復興
をアピールしました
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いわての物産展等実行委員会の事業について


新職員のご紹介


　東京・名古屋・大阪やその周辺都市部において、デパートなどを会場に岩手県物産展を開催し
ます。食品や工芸品の販売・PRを通して、岩手県の産業を全国に向けてアピールします。盛岡市
内でも同様に物産展を開催し、地元消費者へのPRも行います。
　そのほか、「南部鉄器総合見本市」を開催するほか、商談会「いわて食のマッチングフェア」で、
首都圏等のバイヤーに、岩手の食材を紹介します。


※総務・金融グループ所管


「物産販路拡大開拓事業」「指導事業」「県産品普及向上事業」の3事業を通して、
岩手県産品の販売促進を図ります。＊「海外販路開拓事業」は総務・金融グループ所管となります。


　（株）岩手県産と共同で物産情報紙を発行し情報提供を行います。


　地場産品の普及拡大を図るため、主に新商品を対象とした「いわて特産品コンクール」を開催
します。また、地場産業活性化に寄与する、市町村産業まつりや業界団体の展示会を対象に、経
費を一部助成します。


　本県と中国の経済交流・観光誘致を図るため、支援の拠点として岩手県大連経済事務所を運
営します。中国において県産品の販路拡大支援活動を行うほか、県産品の商談会も開催します。


◎物産販路拡大開拓事業◎


◎指導事業◎


◎県産品普及向上事業◎


◎海外販路開拓事業◎


生マッコリSeng
（株）中原商店ぴょんぴょん舎
（いわて特産品コンクール


岩手県知事賞）


繭と漆のジュエリー・ブローチ
工房 夢繭・花


（いわて特産品コンクール
岩手県知事賞）


（いわて産業振興センターの他部署とは回線が異なりますのでご注意下さい）
URL http://www.joho-iwate.or.jp/bussan/


お問い合わせ先 財団法人いわて産業振興センター いわての物産展等実行委員会事務局


019-613-4011電話 019-613-4012FAX


　昨年12月１日付けで当センター所属となった、旧・岩手県産業貿易振興協会の職員と、
同９月20日付けで総務・金融グループ所属となった職員を紹介します。
　皆様のところに訪問した際にはよろしくお願いいたします。


●総務・金融グループ 物産展等実行委員会事務局（旧：岩手県産業貿易振興協会）


次長 伊藤 俊治
　所属する団体は変わりましたが、業務は
これまでと同じ県産品の販売促進です。こ
れまで培ってきた経験を生かしながらも、
新しい気持ちで取り組みたいと思います
ので、どうぞよろしくお願いいたします。


主査
　県からの派遣で大連経済事務所の
管理運営を担当します。県事業と連
携を取りながら県内企業の対中日ビ
ジネスの支援に努めます。産貿時代
に引き続きよろしくお願いします。


　物産展、いわて特産品フェア、コン
クールなどを担当します。岩手県産品
の普及拡大のため、頑張って参りま
す。どうぞよろしくお願いいたします。


●総務・金融グループ


　岩手の物産をもっと知っていただく
ため、微力ながら頑張っていきたいと
思います。よろしくお願いいたします。


金融調査員 津田 真治
　金融機関では沿岸2ヶ所の支店で
の勤務経験があり、今回このような形
で支援に関わることに運命的なものを
感じています。休みの日は、天空の城
ラピュタ号（マツダ・ラピュタ）で、ひな
びた温泉に出かけることが多いです。


販路開拓推進員 山下 恵


海上 博 主査 五日市 由美





